


　ピーターは　もう　びっくりして　ふるえあがって　にわじゅうを　かけまわり

ました。　それというのも　いりぐちが　どこにあったのか　わからなくなったの

です。

　しかも　キャベツばたけで　くつを　かたっぽ、　ジャガイモばたけで　もうか

たっぽを　なくしてしまいました。
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　くつも　ないので　よつあしで　はしると　ぐんぐん　はやくなって、　うまく

いけば　にげられたと　おもうのですが、　うんわるく　スグリの　あみに　つっ

こんでしまい、　うわぎの　おおきな　ボタンが　ひっかかってしまったのです。

　ちなみに　あおの　うわぎで　しんちゅうの　ボタンつき　おろしたての　もの

でした。
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　ぼくは　もう　しぬんだな、　ピーターは　おおつぶの　なみだを　ながしまし

た。　でも　そのなきごえが　たまたま　やさしい　スズメたちにも　きこえて、

　そして　あわてて　そばに　とんできて　あきらめないでと　いうのです。
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　マグレガーおじさんが　やってきて　もってきた　ふるいを　ピーターの　うえ

から　かぶせようと　しましたが、　ピーターは　すんでのところで　かわして　

うわぎを　のこしたまま　にげだしました。
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　そして　ものおきごやに　かけこんで　じょうろのなかに　とびこみました。　

とってもいい　かくればだと　おもったのに　みずが　たくさん　はいっているな

んて。

15



　マグレガーおじさんには　まるわかりでした。　ピーターは　ぜったい　ものお

きごやの　どこかに　いる。　もしかすると　うえきばちの　なかかもしれない。
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　やがて　そろりと　もちあげて　ひとつずつ　なかを　みるのです。

　まさに　そのとき　ピーターが　くしゃみを――「くしゅん！」　マグレガーお

じさんが　たちまち　ちかづきます。

　あしで　ふみつけられそうに　なりましたが、　ピーターは　まどの　そとへと

　とびだして　ついでに　うえきを　３つ　たおしました。　まどが　ちいさすぎ
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たので、　マグレガーおじさんも　ピーターを　おいかけるのを　あきらめて　の

らしごとへ　もどることに　しました。

　ピーターは　ほっとして　こしを　おちつけます。　いきも　きれぎれ、　から

だも　ぶるぶる、　どっちへいったら　いいのか　ちっとも　わかりません。　し
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かも　じょうろのなかに　いたので　もう　ずぶぬれです。

　しばらくして　うろちょろ　しはじめましたが、　とぼとぼ――とぼとぼ――

ゆっくりと　あるいて　きょろきょろ。
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　かべに　ドアを　みつけましたが、　かぎが　しまっていて　したを　くぐりぬ

けようにも　ぷっくりした　こうさぎの　とおる　すきまは　ありません。

　おかあさんねずみが　いしの　とぐちを　はいったり　でたりして　きのなかで

　まっている　かぞくに　おまめを　はこんでいます。　ピーターは　そのねずみ

に　いりぐちへの　いきかたを　ききましたが、　くちに　おおきな　おまめを　

くわえていましたので　ねずみは　なにも　へんじが　できません。　ただ　くび

を　ふるだけなので、　ピーターは　なみだが　でてきました。
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　それから　おにわを　つっきって　かえりみちを　さがそうと　しましたが、　

よけいに　まよってしまいました。　やがて　マグレガーおじさんが　みずくみを

する　ためいけのところへ　たどりつきます。　しろい　ねこが　きんぎょを　

じっと　にらんでいて　ぴくりとも　うごきませんが　ときたま　しっぽの　さき
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が　いきているみたいに　くねくねと　していました。　ピーターは　そっとして

おくのが　いちばんだと　おもいました。　いとこの　ばにばにベンジャミンくん

から　ねこのことは　きいていたのです。

　ものおきごやに　もどろうとすると　いきなり　すぐそばから　くわの　おとが
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　きこえてきました。　さっくり、　さくさく、　さっくり。　ピーターは　しげ

みのしたを　あたふたと　はしりまわります。　けれども　なんということも　な

いので　すぐに　でていって　ておしぐるまの　うえへ　のぼり　ようすを　うか

がってみました。　まず　みえたのが　タマネギばたけを　たがやす　マグレガー

おじさん、　ピーターには　せなかを　むけていて　なんと　そのむこうに　いり

ぐちが　あるのです！
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　ピーターは　おとも　たてずに　ておしぐるまを　おりて　ぜんそくりょくで　

はしりだしました。　クロスグリの　しげみのうら　まっすぐ　みちを　すすみま

す。　かどのところで　マグレガーおじさんに　みつかりましたが　ピーターは　

かまいません。　いりぐちのしたに　すべりこんで　とうとう　にわのそと、　も

りに　はいれば　あんぜんです。
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　マグレガーおじさんは　ちいさな　うわぎと　くつを　ぼうに　ひっかけ　から

すよけの　かかしに　しました。　ピーターは　そのままずっと　はしりっぱなし

で　ふりかえることもなく　おおきな　モミのきの　おうちまで　かえりました。

　もう　くたくたなので　うさぎあなの　ふかふかした　やわらかい　つちの　じ

めんに　ねっころがると　まぶたが　すぐに　おちます。　おかあさんは　おりょ

うりの　さいちゅうで　てが　はなせませんでしたが、　みにつけていたものは　
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どうしたのかしらと　くびを　かしげました。　つい　このあいだも　うわぎと　

くつを　なくしたっていうのに。

　なんといったら　いいのか、　ピーターは　そのひの　ばんは　ずっと　ぐあい

が　よくありませんでした。　おかあさんは　ベッドに　ねかしつけ　カモミール

の　おちゃを　つくってあげました。　ピーターへの　おくすりと　いうわけで
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す！

「ねるまえに　おおさじいっぱい　のむこと。」

　かたや　フロプシーと　モプシーと　カトンテルは　ばんごはんに　パンと　

ぎゅうにゅうと　キイチゴを　たべました。

（おしまい）
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